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新
し
い
椅
子
②

穀
雨
・
こ
く
う

瀬
戸
か
ら
ス
タ
ー
ト

春
か
ら
初
夏
へ
の

風
物
詩
・
春
の
市

Vol.2
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ゆりかご

壱
岐
海
上
保
安
署

峯
金
志
署
長

　
長
崎
海
上
保
安
部
・
交
通
課

長
か
ら
の
着
任
。
唐
津
出
身

で
、
地
元
・
唐
津
海
上
保
安
部

を
振
り
出
し
に
、
五
島
、
対
馬

勤
務
を
2
回
ず
つ
経
験
し
て
い

る
。

　
38
年
に
及
ぶ
海
上
保
安
官
勤

務
の
中
で
、
昭
和
49
年
に
壱
岐

で
あ
っ
た
。
韓
国
船
の
密
航
事

件
や
福
江
海
上
保
安
署
時
代

に
、
男
女
群
島
沖
で
転
覆
し
た

瀬
渡
し
船
か
ら
、
船
底
を
切
っ

て
2
人
を
救
助
で
き
た
事
故
な

ど
、
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い

事
件
、
事
故
の
一
つ
。

　
壱
岐
で
の
海
上
の
安
全
や

事
件
、
事
故
防
止
活
動
は
、
漁

業
者
が
メ
イ
ン
に
な
る
も
の

と
考
え
て
お
り
、
こ
れ
に
プ

レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
の
遊
漁
者

ら
を
加
え
、
海
難
防
止
、
ル
ー

ル
の
遵
守
な
ど
、
安
全
対
策

を
十
分
に
ア
ピ
ー
ル
、
指
導

す
る
な
ど
し
て
、
海
難
ゼ
ロ

を
目
指
し
た
い
し
、
密
漁
の

取
り
締
ま
り
に
も
力
を
入
れ

た
い
。

　
最
近
は
だ
い
ぶ
普
及
し
て
き

て
い
る
が
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
の
付
け
方
を
守
っ
た
着
用
の

徹
底
（
オ
レ
ン
ジ
色
な
ど
派
手

な
カ
ラ
ー
の
も
の
が
、
も
し
も

の
際
に
発
見
さ
れ
や
す
い
と
い

う
）、
１
１
８
番
通
報
な
ど
連

絡
手
段
の
確
保
も
怠
ら
ぬ
よ
う

呼
び
か
け
て
い
る
。

　
海
上
保
安
官
に
は
兄
弟
や
２

代
目
、
３
代
目
と
続
く
人
が
比

較
的
に
多
い
そ
う
で
、
峯
署
長

の
次
男
も
北
海
道
の
稚
内
海
上

保
安
部
で
巡
視
船
に
配
属
さ
れ

て
い
る
そ
う
。

　
気
分
転
換
に
は
映
画
鑑
賞
と

パ
ソ
コ
ン
が
良
い
と
い
う
。
最

近
観
た
映
画
で
は
、
ハ
リ
ー

ポ
ッ
タ
ー
の
最
終
作
が
面
白

か
っ
た
と
か
。

　
ゆ
っ
た
り
と
し
た
雰
囲
気
の

中
に
果
敢
さ
を
垣
間
見
る
よ
う

な
新
署
長
。
57
歳
。

海
上
は
1
1
8
番

遊
漁
船
が
漂
流
遺
体

見
つ
け
１
１
８
番
通
報

今
年
も
多
く
の
人
出
で
に
ぎ
わ
う

伝
統
の
壱
岐
国
牛
ま
つ
り

「
も
う
一
雨
ほ
し
か
な
あ
」

　
代
掻
き
中
の
ト
ラ
ク
タ
ー
か

ら
聲
が
す
る
。
あ
ぜ
道
を
行
き

き
す
る
父
達
も
空
を
見
上
げ
て

い
る
。
ち
ょ
う
ど
四
月
二
十
日

は
暦
の
二
十
四
節
気
で
「
穀

雨
」。

　
「
こ
く
う
」
と
口
に
出
す
と
、

腰
を
折
り
曲
げ
て
働
く
母
達
の

背
が
見
え
る
。
赤
子
を
負
ぶ
い

流
れ
る
汗
を
ぬ
ぐ
う
暇
も
な
く

ま
た
、
黙
々
と
作
業
す
る
祖
母

や
小
母
達
の
姿
が
見
え
る
。

「
楽
な
仕
事
は
一
つ
も
な
か
よ
。

ど
げ
ん
仕
事
も
た
い
へ
ん
た
い
」

　
爪
の
先
の
黒
さ
は
大
地
か

ら
。
額
の
赤
銅
色
の
渋
い
輝
き

は
海
原
か
ら
。
そ
し
て
島
に
生

き
る
も
の
す
べ
て
の
、
赤
裸
々

な
日
々
の
営
み
を
雨
が
支
え
て

い
る
。

　
「
こ
く
う
」
と
も
う
一
度
口

に
。
パ
ソ
コ
ン
検
索
を
し
て
み

る
と
穀
雨
は
田
植
え
の
準
備
が

整
い
恵
み
の
雨
が
降
り
出
す
頃

の
こ
と
だ
と
。
補
法
・
・
な
ら

ば
今
日
四
月
二
十
日
は
恵
み
の

雨
が
降
り
出
す
頃
。
い
い
こ
ろ

だ
。
穀
雨
よ
・
・
・
・

　
胸
の
奥
深
く
に
沁
み
込
め
。

島
中
を
う
る
お
し
、
農
も
漁
も

商
も
人
も
栄
え
よ
。

「
１
日
も
早
く
無
事
に
戻
っ
て
！
」

閉
校
の
渡
良
中
か
ら
作
品
消
え
る

望
ま
れ
る
行
政
の
文
化
度
向
上

　
郷
ノ
浦
町
麦
谷
、
画
家
・
濱

英
二
さ
ん
が
２
０
０
７
年
１

月
７
日
、
母
校
・
渡
良
中
学

校
の
後
輩
に
エ
ー
ル
と
希
望

を
込
め
て
寄
贈
し
た
作
品
「
サ

ク
レ
ク
ー
ル
寺
院
の
裏
通
り
」

＝
油
絵
・
Ｆ
10
号
＝
が
今
年

４
月
６
日
ま
で
に
、
行
方
不

明
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
っ
た
。

　
そ
の
作
品
は
、
濱
さ
ん
が
独

り
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
へ
渡
っ

て
、
苦
労
し
な
が
ら
絵
を
学
ん

で
い
た
32
歳
の
１
９
８
０
年
、

「
パ
リ
放
浪
ス
ケ
ッ
チ
時
代
」

の
も
の
で
、
「
芸
術
の
都
パ
リ

裏
通
り
に
は
人
々
の
ぬ
く
も

り
、
生
活
、
糧
、
這
い
上
が
っ

て
い
く
よ
う
な
希
望
が
あ
る
」

と
の
想
い
か
ら
描
い
た
初
期
の

１
作
。

　
文
化
庁
海
外
派
遣
帰
国
後
の

創
作
展
開
催
記
念
を
経
て
寄

贈
。
２
０
１
０
年
３
月
末
日
、

本
市
中
学
校
の
統
廃
合
に
よ
る

渡
良
中
学
校
の
廃
校
に
伴
い
、

渡
良
小
学
校
が
玄
関
に
展
示
す

る
方
向
で
、
同
小
学
校
が
譲
り

受
け
る
運
び
と
な
っ
て
い
た
。

　
し
か
し
、
作
品
は
閉
校
ま
で

に
小
学
校
へ
移
さ
れ
る
こ
と
は

な
く
、
紛
失
し
て
い
た
こ
と

を
、

初

め

て

市

教

育

委

員

会

や

当

時

の

校

長

ら

関

係

者

が

知

る

そ

れ

ま

で

の

約

１

年

間
、
作
品
の
捜
索
な
ど
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
こ
の
事
態
は
放
置

さ
れ
た
ま
ま
の
状
態
に
な
っ
て

い
た
。

　
作
品
の
捜
索
は
紛
失
が
明

ら
か
に
な
っ
た
６
日
か
ら
関

係
者
に
よ
っ
て
始
ま
り
、
こ

れ
ま
で
に
作
品
入
れ
の
外
箱

が
見
つ
か
り
、
教
育
委
員
会

に
よ
る
各
学
校
へ
の
調
査
で
、

昨
年
３
月
28
日
ま
で
は
中
学

校
玄
関
の
壁
に
か
か
っ
て
い

た
こ
と
が
判
明
し
た
だ
け
で
、

依
然
と
し
て
行
方
が
知
れ
な

い
と
い
う
。

　
濱
さ
ん
は
こ
の
事
に
つ
い

て
「
６
日
に
知
っ
て
以
来
、

１
日
も
早
く
、
作
品
が
傷
つ

け
ら
れ
ず
無
事
に
戻
っ
て
ほ

し
い
と
願
っ
て
い
る
。
純
粋

な
渡
良
の
子
ら
の
母
校
に
寄

贈
し
た
作
品
で
、
中
学
校
か

ら
小
学
校
に
引
き
継
が
れ
る

こ
と
に
大
き
な
喜
び
を
感
じ

て
い
た
」
「
２
度
と
同
じ
作
品

は
描
け
な
い
。
関
係
者
は
そ

の
こ
と
を
よ
く
よ
く
理
解
し
、

こ
う
し
た
失
態
を
繰
り
返
さ

ぬ
た
め
に
も
、
今
こ
そ
行
政
刷

新
と
文
化
度
を
上
げ
る
必
要

が
あ
る
」
「
必
ず
ど
こ
か
で
見

つ
か
る
と
信
じ
て
い
る
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
す

る
」
な
ど
と
語
っ
た
。

　
春
爛
漫
―
天
候
に
恵
ま
れ
て

市
内
各
地
で
一
斉
に
サ
ク
ラ
が

咲
い
た
８
日
、
郷
ノ
浦
町
、
津

神
社
恒
例
の
壱
岐
国
牛
ま
つ
り

（
同
保
存
会
主
催
）
今
年
も
盛

大
に
開
か
れ
た
。

　
地
域
お
こ
し
の
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
す
っ
か
り
定
着
し
て
い
る

伝
統
あ
る
こ
の
ま
つ
り
は
、
毎

年
、
無
病
息
災
や
畜
産
振
興
な

ど
記
念
し
て
行
わ
れ
て
お
り
、

今
回
も
古
代
人
の
扮
装
を
し
た

人
や
張
り
ぼ
て
の
牛
、
子
ど
も

み
こ
し
な
ど
の
仮
装
行
列
が
、

「
和
牛
祭
」
と
書
か
れ
た
旗
を
、

心
地
よ
い
春
風
に
な
び
か
せ
な

が
ら
、
牛
方
触
公
民
館
を
午
前

10
時
に
出
発
、
山
頂
の
神
社
を

目
指
し
て
練
り
歩
い
た
。

　
山
頂
で
は
バ
ザ
ー
や
出
店
の

コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
午
後

か
ら
は
壱
岐
神
楽
が
回
れ
る
な

ど
、
今
回
も
市
内
各
地
か
ら
多

く
の
人
出
が
あ
り
暖
か
な
日
差

し
の
も
と
、
春
の
祭
り
を
楽
し

ん
で
い
た
。

　
壱
岐
の
島
の
春
か
ら
初
夏
に

か
け
て
の
風
物
詩
・
春
の
市
が

15
日
の
瀬
戸
市
か
ら
始
ま
っ
た
。

　
今
年
の
春
の
市
は
瀬
戸
市
の

後
、
▽
21
日
・
勝
本
市
▽
22
日
・

芦
辺
市
▽
29
日
・
石
田
市
▽
５

月
13
日
・
八
日
市
の
順
で
開
か

れ
る
。

　
14
日
午
後
４
時
35
分
ご
ろ
、

芦
辺
町
、
左
京
鼻
か
ら
東
へ
約

11
キ
ロ
沖
の
海
域
で
、
航
行
中

の
遊
漁
船
が
漂
流
死
体
を
発
見

し
、
第
７
管
区
海
上
保
安
部
に

１
１
８
番
通
報
し
た
。

　
壱
岐
海
上
保
安
署
に
よ
る
と
、

同
日
午
後
５
時
42
分
、
同
保
安

署
の
巡
視
艇
・
い
き
ぐ
も
が
男

性
の
漂
流
遺
体
を
引
き
上
げ
、

壱
岐
海
保
で
検
視
を
行
っ
た
も

の
の
、
身
元
を
特
定
に
関
す
る

も
の
が
な
く
、
長
崎
大
学
で
司

法
解
剖
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

壱
岐
海
保
は
、
事
件
、
事
故
の

両
面
か
ら
調
査
し
て
い
る
。

新上五島町の宇野消防士が最優秀

県内 10 本部から 14 人が登壇

第 35 回県下消防職員意見発表会

　
県
消
防
長
会
（
時
津
哲
郎
会

長
）
主
催
の
「
県
下
消
防
職
員

意
見
発
表
会
」
が
12
日
、
郷
ノ

浦
町
、
文
化
ホ
ー
ル
・
中
ホ
ー

ル
で
、
県
内
10
消
防
本
部
か
ら

14
人
の
代
表
が
出
場
し
て
開
か

れ
、
日
頃
の
体
験
か
ら
気
づ
い

た
提
案
や
考
え
な
ど
発
表
し

た
。

　
発
表
会
は
、
消
防
職
員
の
意

見
交
換
と
交
流
を
図
り
、
宮
崎

市
で
５
月
11
日
実
施
予
定
の
九

州
大
会
の
本
県
代
表
者
の
選
考

を
兼
ね
て
実
施
さ
れ
、
各
地
区

の
代
表
た
ち
は
消
防
・
防
災
に

関
す
る
テ
ー
マ
で
、
５
分
の
制

限
時
間
い
っ
ぱ
い
に
意
見
を
発

表
、
臓
器
移
植
の
ド
ナ
ー
カ
ー

ド
、
ノ
ン
ド
ナ
ー
カ
ー
ド
の
所

持
の
義
務
化
や
携
帯
電
話
の
救

急
へ
の
利
用
促
進
、
消
防
と
一

般
市
民
の
協
力
、
連
携
の
強

化
、
心
肺
蘇
生
法
の
一
層
の
普

及
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
コ
ン
ビ
ニ
、
自

販
機
へ
の
設
置
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ

プ
と
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
利
用
に
よ
る
一

刻
も
早
い
救
命
治
療
、
技
術
や

知
識
の
伝
承
な
ど
に
つ
い
て
話

し
た
。

　
本
市
か
ら
は
山
内
祐
樹
消
防

士
長
（
27
）
と
平
田
頌
尚
消
防

士
（
19
）
の
２
人
が
登
壇
し

て
、
山
内
消
防
士
長
は
「
一
人

ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
」
の

テ
ー
マ
で
、
市
民
向
け
の
わ
か

り
や
す
く
コ
ン
パ
ク
ト
な
講
習

メ
ニ
ュ
ー
を
つ
く
り
、
心
肺
蘇

生
法
を
自
然
に
で
き
る
よ
う
に

し
、
助
け
た
い
と
い
う
共
通
の

思
い
で
の
普
及
を
。
平
田
消
防

士
は
「
消
防
士
と
し
て
で
き
る

こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、
時
に
消

防
署
と
協
力
し
て
消
防
・
防
災

活
動
を
行
う
消
防
団
の
、
新
入

団
員
の
知
識
と
技
術
向
上
の
た

め
の
研
修
の
実
施
し
、
全
体
の

消
防
・
防
災
力
の
向
上
を
目
指

し
た
い
な
ど
度
発
表
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
九
州
大
会

へ
の
出
場
権
を
得
る
最
優
秀

は
「
防
ぎ
え
た
突
然
死
を
減
ら

す
た
め
に
」
を
テ
ー
マ
に
話
し

た
新
上
五
島
町
消
防
本
部
代
表

の
宇
野
勝
巳
消
防
士
が
受
賞
し

た
。

＊
本
市
代
表
の
2
人
と
最
優
秀

受
賞
の
発
表
は
、
今
号
か
ら
順

次
２
面
で
紹
介
。

最優秀賞受賞の宇野さん


